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花山の日食観測陣容決定す

　花山天文塵では，實に永V・前から待ってるた此の6月19日の皆既日食の観

測のため，bよ珊々一昨1934年の初めから具膿的な計書を立て，若干の理想

案を作ると共に約4萬圓の聖算を文部省に要求することNした。

　ところが，上記の二等は（他¢）諸大學から提出の日食豫算と共に），國家非

常時の折から，1935年度の政府豫算：に計上されす，漸く翌1936年度の政府歳

出豫算中に共の一部が計上されることNなったが，之れも今年初頭，議會解

散のため，駄目となり，只，僅かに叉其の一小部分のみが，來る5月の臨時

議倉に提出されるらしv・のである．

　こういふ1伏態であるから，吾々は観測計書については，昨年以來，只，最

小限度のものに縮小の方針を探らざるを得なv・ことx畳悟した．しかし其れ

でも，こんどの如き交通や運搬の便利な土地で珍らしい皆銑日食が見えるの

であるから，経費節約のため，新器械の購入等は極度に切りつめるにしても，

　なるべく多数のメンバ1が観測地に出張し，何とかして直接に：貴重なる艦

験を得たいものだと思ひ，先づ，花山天文豪に卒常から持ってるる器械を主

として，昨1935年8月末には9ケの親旧隊を北海道の各地に派遣する計書を：立

てた．（急報173）

　しかるに，昨秋以來，瀾洲やシベリヤ方而の地理や杜會事厭が制明するに

至った．回れは吾人の研究心を大に刺激した．何となれば，こんどの日食は，

地謡を損げて見れば，誰にも判断が出來る如く，北海道よりも，満洲やシベ

リヤの方が非常にコンディションが良いのであって，例へば，

　　　　　土　　　地　　’　皆既日食の高度　皆既の綴績時間　皆餓の時方時

　　シベリヤ　オムスク布　　　　　48。　　　　　2分12秒　　　　9時30分

　　　”　　バイカル湖の西　　　57　　　　　2分31秒　　　ユ2時

　　浦洲國　北部（中央）　　　　　52　　　　　2分22秒　　　］4時05分

　　日　　本　北海道（北見中央）　　39　　　　　1分58秒　　　15時55分

　上の如き状態であるから，若し事歌さへ許せば，何とかして，北海道より

も，進んで満洲や，シベリヤへ観測に行きたいのは遊動の一致する希望であ

る、
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一　故に，吾人は，此の際，多少の胃険を敢へてするとも，大陸へ進出する可

能性を積極的に調査研究して見たいと考へた・そこで・ロシヤ側の事情につ

いては，取り敢へす，プルコワの申央天文二二B．P．　Gerasim・vic剛．：と交

渉を開始し，叉，満洲方面は，昨秋，自分が北支へ出張した序でを以って，

薪京に立ち寄り・種々の調査をしk・此等の豫備的調査は・其の後・大匙

順調に進捗し，殊にロシヤのゲラシモヰチ博．七からは屡々厚意ある書面や電

報を貰ひ，彼國の詠出が大に嶽面してくれるらしい様子であったので，吾々

も一時は大攣喜んだ．そして，特に，年三の希望であるコロナ攣動の實否を

研究する目的のため，・シや國内に少くとも3ケ所（成るべくは，カウカソス

地方に1つ，オムスク市に1つ，カンスク市附近に1つ）と，満洲國アム1ル河

絆に1ケ所，北海道に1ケ所とし，合計5ケ所に同一器械を据え付ける計書を

定め，今年初から，木邊氏の手を煩はして，口径20糎，焦黙2米の反射望遠

鏡を製作することにした．

　ところが，hi’1：會の歌勢は，最近に至って急遍し，國内には2．26事件其の他

の事あり，一計地境の事雨竜可なり切迫してみるもの瓦如く，更に又，3月

に至って，ゲラシモヰチ博士からは，Lソ國に於いては，外國の観測隊の猫立

索話は禁ぜられる故，是非，ソ國の観測隊と合流されたし「，L都合により，

オムスク以東に外応身測隊の滞留を許さす「等々，甚だ不可解なる通報がや

って詰るやうになったので，途に今4月に至り，ロシヤ行きを断念し，結局，

下の如き槻測計書を決定するに至った．（急報206）

　　　　　　　花山天交蔓皆既日食観測除　総指揮．山本激授

　第丘観測隊北海道枝幸村　総監督竹田助教授

　　第1班　コロナ及び閃光スペクトル撮影　柴田，荒木（九）爾理學士憺當・30糎シ

　　　　　　1ロスタト使用．

　　第2班部分食及びコ・ナ直接寓眞撮影稻葉理學士，荒木（健）氏搬當・15糎シ

　　　　　デロスタト使用・

　第2観測除　北海道中頓別村　総監督ノ1・山口二士

　　第1班　コロナ光度槻測　小山理三士，．木蓬氏措當・40糎シ1ロスタト使用・

　　第2班　コロナ攣動寓眞観測　第1当機使用．堀井理學士回議・

　第5観測隊北海道遠輕町高城氏主任

　　　　　コロナ出動寓聞酒測　第2號機使用．
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　　　　　他に，ハイヂ赤道儀を据え付け，コロナの長時間撮影を計書す・

　第4観測隊満洲國呼鵬公丈理二士主任

　　　　　コロナ墾動寓眞観測・第3號機使用・

爾ほ，この満洲國呼壬馬へは，上海自然科學研究所の囑託を受けて，京都帝大

の天文教室より，荒木助教授，栗原講師，上谷埋學士の一行が出張する筈で

あるから，同勢は可なり賑やかとなる見込みである・

　花山よりの大小諸器械は何れの：方面へも5月15Hを期して獲迭される筈で

あるし，観測者各自は5月20日より6月10日頃までの聞に，それ々々槻測地に

到着する一定である．（山本1936．4．20）
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（委しくは神宮本暦天文年鑑理科年表を見られたし）・


